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明
清
楽
か
ら
見
る
江
戸
時
代
の
『
西
廂
記
』
故
事
の
受
容
に
つ
い
て
樊
可
人
は
じ
め
に
江
戸
時
代
に
輸
入
さ
れ
た
『
西
廂
記
』
は
し
ば
し
ば
唐
話
の
辞
書
に
引
用
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
物
語
が
詩
作
な
ど
に
よ
っ
て
民
間
に
も
浸
透
し
た
こ
と
は
す
で
に
拙
稿
江
戸
に
お
け
る
西
、
「
『
』
」
、
。
廂
記
の
伝
来
と
そ
の
受
容
に
つ
い
て
に
お
い
て
論
じ
た
[ １
］
一
方
、
江
戸
時
代
に
清
国
か
ら
伝
来
し
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
中
期
に
か
け
て
広
く
民
間
に
普
及
し
た
「
明
清
楽
」
に
も
『
西
廂
、
記
』
故
事
に
つ
い
て
歌
う
作
品
が
存
在
す
る
。
『
』
、
明
清
楽
に
お
け
る
西
廂
記
故
事
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
楊
桂
香
氏
の
明
清
楽
―
長
崎
に
伝
え
ら
れ
た
中
国
音
楽
や
沖
「
」
「
縄
と
長
崎
に
お
け
る
中
国
音
楽
の
受
容
と
変
容
―
打
花
鼓
を
曲
例
と
し
て
―
、
中
尾
友
香
梨
氏
の
『
江
戸
文
人
と
明
清
楽
』
な
ど
が
」
あ
る
。
楊
氏
は
、
明
清
楽
の
「
茉
莉
花
」
は
『
西
廂
記
』
の
故
[ ２
］
、
、『
』
「
」
事
を
取
り
入
れ
て
お
り
ま
た
そ
れ
は
綴
白
裘
の
花
鼓
曲
や
『
小
慧
集
』
の
「
鮮
花
調
」
に
由
来
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
中
尾
氏
は
、
遠
山
荷
塘
が
も
た
ら
し
た
「
茉
莉
花
」
や
「
九
連
環
」
な
ど
の
清
楽
が
亀
井
昭
陽
一
門
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
（
第
五
章
「
亀
井
昭
陽
を
魅
了
し
た
清
楽
。
」）
以
上
の
先
行
研
究
に
よ
っ
て
『
西
廂
記
』
の
故
事
が
取
り
入
れ
、
ら
れ
て
い
る
「
茉
莉
花
」
の
受
容
状
況
は
あ
る
程
度
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
一
方
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
数
多
く
の
明
清
楽
の
譜
本
を
確
認
す
る
と
「
茉
莉
花
」
以
外
の
「
月
花
集
」
や
「
漳
州
曲
」
と
、
い
っ
た
曲
に
も
『
西
廂
記
』
と
関
わ
る
部
分
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
分
か
る
。
塚
原
康
子
氏
は
『
十
九
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
西
洋
[ ３
]
、
音
楽
の
受
容
』
に
お
い
て
、
江
戸
後
期
か
ら
明
治
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
明
清
楽
の
譜
本
八
十
四
種
の
中
で
「
茉
莉
花
」
と
「
月
花
、
集
」
は
出
現
頻
度
が
そ
れ
ぞ
れ
二
番
目
（
五
十
七
回
）
と
四
番
目
（
四
十
五
回
）
に
高
い
と
指
摘
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
曲
が
広
[ ４
]
く
歌
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
時
間
を
遡
る
と
、
享
保
年
間
に
出
版
さ
れ
た
『
唐
話
纂
要
』
に
も
、
既
に
『
西
廂
記
』
故
事
を
歌
う
作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
[ ５
］
つ
ま
り
『
西
廂
記
』
故
事
と
関
わ
り
が
あ
り
そ
う
な
こ
れ
ら
の
、
。
曲
は
明
清
楽
を
考
え
る
上
で
大
変
重
要
な
作
品
だ
と
考
え
ら
れ
る
本
稿
で
は
『
西
廂
記
』
故
事
を
含
ん
だ
曲
に
何
か
共
通
点
が
あ
、
- 81 -
る
の
か
、
ま
た
こ
れ
ら
の
曲
が
江
戸
時
代
の
人
々
に
よ
っ
て
ど
の。
よ
う
に
受
容
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
[ ６
］
一
「
崔
鴬
」
と
「
張
君
」
前
述
し
た
よ
う
に
早
く
も
享
保
三
年
に
は
西
、
（
）
、『
一
七
一
八
廂
記
』
の
故
事
に
関
す
る
曲
が
見
ら
れ
る
。
岡
島
冠
山
が
編
纂
し
た
『
唐
話
纂
要
』
巻
五
「
小
曲
」
の
部
に
は
、
次
の
二
曲
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
崔
鴬
崔
鴬
鴬
、
訪
紅
娘
。
我
有
問
上
一
個
詳
細
。
街
坊
上
、
許
多
、
。
、
。
人
講
我
的
是
非
是
何
人
造
下
了
我
有
這
本
的
西
廂
戯
艸
橋
驚
夢
何
曾
有
、
月
下
佳
期
在
那
裡
。
何
人
做
張
生
了
呌
紅
娘
、
那
個
跳
在
我
花
園
裏
。
張
君
張
君
瑞
、
訪
故
友
。
遊
學
得
散
悶
、
徃
蒲
東
、
訪
杜
曲
。
白
マ
マ
馬
將
軍
偶
遊
到
、
普
救
寺
、
武
則
天
娘
娘
的
建
造
。
大
雄
寶
殿
高
六
丈
、
鐘
皷
樓
臺
高
又
高
。
久
聞
得
那
寶
刹
、
有
㓗
净
有
一
位
高
僧
老
師
臺
。
借
居
西
廂
、
閑
遊
戯
耍
。
一
曲
目
の
「
崔
鶯
」
で
は
、
崔
鶯
鶯
が
紅
娘
を
訪
ね
『
西
廂
記
』
、
に
描
か
れ
る
場
面
に
つ
い
て
質
問
す
る
様
子
が
う
た
わ
れ
る
。
二
曲
目
の
「
張
君
」
は
、
張
君
瑞
が
旧
友
の
杜
曲
（
曲
」
は
「
確
」
「
の
誤
り
か
）
を
訪
ね
て
普
救
寺
に
泊
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
述
べ
た
曲
で
あ
る
。
冠
山
が
中
国
語
の
教
材
と
し
て
使
わ
れ
る
『
唐
話
纂
要
』
に
こ
の
二
曲
を
入
れ
た
の
に
は
何
か
し
ら
の
意
図
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
彼
の
著
し
た
『
太
平
記
演
義
』
に
弟
子
の
守
山
祐
弘
が
付
し
た
序
文
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
[ ７
]
獨
吾
師
玉
成
先
生
、
同
鄕
長
崎
之
人
也
。
少
交
華
客
、
且
從
先
師
祖
上
野
先
生
而
習
學
華
語
、
已
自
悟
入
其
妙
境
。
於
貫
中
二
書
、
通
念
曉
析
、
無
所
不
解
。
其
餘
『
西
遊
記
『
西
』、
廂
記
『
英
烈
傳
』
等
諸
家
演
義
小
説
、
亦
皆
搜
抉
無
隱
。
』、
独
り
吾
が
師
玉
成
先
生
の
み
、
同
郷
長
崎
の
人
な
り
。
少
く
ひ
と
し
て
華
客
に
交
は
り
、
且
つ
先
師
祖
上
野
先
生
に
従
ひ
て
華
語
を
習
学
し
、
已
に
自
ら
其
の
妙
境
に
悟
入
す
。
貫
中
の
二
書
に
於
い
て
、
通
念
暁
析
し
、
解
せ
ざ
る
所
無
し
。
其
の
余
の
『
西
遊
記
『
西
廂
記
『
英
烈
伝
』
等
の
諸
家
の
演
義
』、
』、
小
説
も
、
亦
た
皆
搜
抉
し
て
隠
す
無
し
。
か
く
白
話
小
説
に
造
詣
の
深
か
っ
た
冠
山
が
『
西
廂
記
』
を
求
め
た
と
こ
ろ
に
、
彼
の
該
書
に
対
す
る
興
味
が
窺
え
る
。
ま
た
、
当
時
の
日
中
貿
易
の
一
翼
を
担
っ
た
唐
通
事
に
と
っ
て
『
西
廂
記
』
が
教
、
材
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
よ
う
。
[ ８
]
二
「
茉
莉
花
」
現
在
で
も
中
国
で
広
く
知
ら
れ
る
「
茉
莉
花
」
は
、
遅
く
と
も
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
は
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
大
田
南
畝
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の
『
杏
園
間
筆
』
巻
二
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
[ ９
]
〇
小
曲文
鮮
花
好
一
朶
鮮
花
、
好
一
朶
鮮
花
、
有
朝
的
一
日
落
在
我
家
、
我
本
待
不
出
門
又
恐
怕
鮮
花
而
下
業
又
好
一
朶
茉
莉
花
、
好
一
朶
茉
莉
花
、
満
園
的
花
開
賽
不
過
了
他
、
我
欲
要
摘
一
枝
又
恐
怕
看
花
人
罵
戴
又
、
、
、
八
月
裡
桂
花
香
九
月
裡
菊
花
黄
勾
引
的
張
生
跳
過
粉
墻
好
一
個
雀
鶯
々
来
忙
把
門
関
上
マ
マ
又
哀
誥
小
紅
娘
、
哀
誥
小
紅
娘
、
可
憐
的
小
生
跪
着
半
夜
、
你
着
是
不
開
門
来
、
我
就
跪
到
東
方
亮
又
、
、
。
右
崎
陽
よ
り
写
し
来
れ
る
と
て
人
の
み
せ
し
を
写
す
時
に
癸
亥
の
正
月
十
一
日
、
寒
泉
子
の
亭
に
て
見
し
也
。
大
田
南
畝
の
自
注
に
よ
れ
ば
、
こ
の
曲
は
享
和
三
年
に
友
人
の
岡
田
寒
泉
に
見
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
「
寛
政
の
三
博
士
」
の
。
一
人
で
あ
り
、
朱
子
学
の
振
興
に
努
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
岡
田
寒
泉
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
曲
を
写
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
、
『
』
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
朱
子
学
を
尊
ぶ
と
同
時
に
西
廂
記
。
、
な
ど
の
俗
文
学
に
も
関
心
を
払
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
な
お
「
」
、
「
」、「
」、
曲
名
の
文
鮮
花
は
後
の
譜
本
で
は
含
艶
曲
抹
梨
花
「
茉
莉
花
」
な
ど
に
も
作
る
。
[
]10
一
現
存
す
る
最
も
古
い
「
茉
莉
花
」
の
歌
詞
は
、
乾
隆
年
間
（
～
）
に
編
纂
さ
れ
た
戯
曲
集
『
綴
白
裘
』
に
収
七
三
六
一
七
九
五
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
明
清
楽
の
「
茉
莉
花
」
と
を
比
べ
る
[
]11
と
、
細
か
い
表
現
の
違
い
は
と
も
か
く
、
譜
本
に
よ
っ
て
は
冒
頭
の
二
節
を
収
録
す
る
だ
け
の
も
の
も
あ
れ
ば
『
綴
白
裘
』
の
歌
詞
、
よ
り
さ
ら
に
長
く
、
十
三
節
と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
[
]12
大
田
南
畝
の
記
録
し
た
「
文
鮮
花
」
か
ら
、
当
時
日
本
に
伝
わ
「
」
、
っ
た
茉
莉
花
は
少
な
く
と
も
四
節
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
が
後
に
二
節
や
十
三
節
で
書
か
れ
た
譜
本
が
現
れ
る
こ
と
か
ら
、
明
清
楽
の
作
者
た
ち
は
曲
の
内
容
に
手
を
加
え
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。
次
に
、
大
田
南
畝
が
「
文
鮮
花
」
を
書
き
記
し
た
理
由
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
思
う
。
彼
の
『
杏
園
詩
集
』
巻
二
に
次
の
よ
う
な
詩
が
見
ら
れ
る
。
[
]13
城
北
佳
人
字
七
娘
城
北
の
佳
人
字
は
七
娘
芳
年
幾
日
託
僧
房
芳
年
幾
日
か
僧
房
に
託
るよ
幕
中
巣
得
紅
襟
燕
幕
中
に
巣
く
ひ
得
た
り
紅
襟
の
燕
簾
外
窺
看
白
面
郎
簾
外
よ
り
窺
ひ
看
る
白
面
の
郎
艶
質
曾
経
迷
下
蔡
艶
質
曾
経
て
下
蔡
を
迷
は
し
か
つ
幽
期
一
失
憶
西
廂
幽
期
一
た
び
失
ひ
て
西
廂
を
憶
ふ
如
令
火
底
蓮
花
在
如
し
火
底
の
蓮
花
を
し
て
在
ら
し
む
れ
ば
縦
死
猶
生
並
蒂
長
縦
へ
死
す
る
も
猶
ほ
並
蒂
の
長
き
を
生
ぜ
ん
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六
句
目
は
、
七
娘
と
い
う
女
性
が
意
中
の
人
と
会
う
こ
と
が
で
き
ず
『
西
廂
記
』
の
物
語
を
思
い
起
こ
し
た
と
う
た
っ
て
お
り
、
張
、
生
と
崔
鶯
鶯
が
密
会
す
る
話
を
踏
ま
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
「
文
鮮
花
」
の
歌
詞
で
も
、
第
三
、
四
節
が
張
生
が
壁
を
乗
り
越
え
、
崔
鶯
鶯
と
密
会
し
よ
う
と
す
る
話
を
踏
ま
え
て
い
る
。
『
』
（
）
、
杏
園
詩
集
は
文
政
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
が
一
八
二
〇
日
野
龍
夫
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
詩
集
は
刊
行
よ
り
十
五
年
も
前
に
す
で
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
大
田
南
畝
が
「
文
鮮
[
]14
花
」
を
書
き
記
し
た
の
は
、
や
は
り
『
西
廂
記
』
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
時
代
が
下
る
と
「
茉
莉
花
」
は
月
琴
の
名
手
で
あ
る
遠
、
山
荷
塘
に
よ
っ
て
、
よ
り
広
く
人
々
の
間
に
知
れ
渡
っ
た
。
文
政
七
年
（
、
長
崎
で
の
遊
学
を
終
え
た
遠
山
荷
塘
は
、
九
一
八
二
四
）
州
の
大
儒
で
あ
る
亀
井
昭
陽
を
訪
れ
、
明
清
楽
に
よ
っ
て
昭
陽
一
門
を
心
酔
さ
せ
た
。
荷
塘
の
才
能
に
大
変
感
心
し
た
昭
陽
は
、
彼
に
関
す
る
詩
文
を
多
く
残
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
茉
莉
花
」
に
、
関
す
る
記
述
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
甥
の
山
口
士
繁
に
送
っ
た
書
簡
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
[
]15
及
望
之
夕
、
雲
大
起
、
賞
心
大
窒
。
哀
呻
間
、
令
堂
擕
次
郎
跫
然
而
至
。
驚
而
延
之
（
中
略
）
僕
忽
想
先
人
「
月
琴
彈
月
。
月
方
傾
」
句
、
曰
「
妹
氏
欲
聴
月
琴
欤
」
令
堂
曰
「
不
敢
、
。
、
、
。」
、「
、
請
已
固
所
願
也
乃
徃
而
語
圭
師
曰
為
駉
也
母
者
来
請
為
之
一
弾
。
至
東
都
之
日
、
為
我
甥
語
之
、
顧
不
如
故
知
。」
、
、
「
」、
乎
圭
師
欣
然
抱
琴
而
起
乃
先
戛
胡
琴
奏
到
春
来
「
九
連
環
。
次
弾
月
琴
、
歌
「
茉
莉
花
。
令
堂
喜
甚
。
」
」
望
の
夕
べ
に
及
び
、
雲
大
い
に
起
こ
り
、
賞
心
大
い
に
窒ふ
さ
が
る
。
哀
呻
す
る
間
に
、
令
堂
次
郎
を
携
へ
て
跫
然
と
し
て
至
る
。
驚
き
て
之
を
延
く
（
中
略
）
僕
忽
ち
先
人
の
「
月
。
ひ
」
、
琴
を
月
に
弾
ず
れ
ば
月
方
に
傾
か
ん
と
す
の
句
を
想
ひ
曰
く
「
妹
氏
月
琴
を
聴
か
ん
と
欲
す
る
か
」
と
。
令
堂
曰
、
く
「
敢
へ
て
請
は
ざ
る
の
み
、
固
よ
り
願
ふ
所
な
り
」
と
。
、
乃
ち
往
き
て
圭
師
に
語
り
て
曰
く
「
駉
也
の
母
為
る
者
来
、
た
た
り
、
之
れ
が
為
に
一
た
び
弾
か
ん
こ
と
を
請
ふ
。
東
都
に
た
め
至
る
の
日
、
我
が
甥
の
為
に
之
れ
を
語
れ
ば
、
顧
に
故
知
の
あ
如
く
な
ら
ざ
ら
ん
や
」
と
。
圭
師
欣
然
と
し
て
琴
を
抱
き
て
起
ち
、
乃
ち
先
ず
胡
琴
を
戛
ち
「
到
春
来
「
九
連
環
」
を
、
」
う
奏
す
。
次
い
で
月
琴
を
弾
き
「
茉
莉
花
」
を
歌
ふ
。
令
堂
、
喜
ぶ
こ
と
甚
し
。
月
見
の
夜
に
、
山
口
士
繁
の
母
親
と
彼
の
弟
が
昭
陽
の
も
と
を
訪
れ
た
。
昭
陽
が
月
琴
を
聞
き
た
い
か
と
訊
ね
る
と
、
士
繁
の
母
は
以
前
か
ら
ず
っ
と
聞
き
た
か
っ
た
と
答
え
た
。
そ
こ
で
昭
陽
は
荷
塘
を
招
き
、
胡
琴
を
弾
か
せ
た
。
そ
の
際
荷
塘
は
月
琴
を
弾
き
な
が
ら
「
茉
莉
花
」
を
う
た
っ
た
。
ま
た
、
昭
陽
は
「
圭
上
人
鼓
琴
」
に
お
い
て
、
荷
塘
の
月
琴
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
詠
じ
て
い
る
。
[
]16
圭
公
鼓
月
琴
圭
公
月
琴
を
鼓
し
引
我
州
去
我
を
引
き
て
蘇
州
に
去
か
し
む
蘓
ゆ
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失
却
本
来
真
本
来
の
真
を
失
却
し
昏
〻
不
知
處
昏
昏
と
し
て
処
を
知
ら
ず
鈴
翁
休
咎
我
鈴
翁
我
を
咎
む
る
を
休
め
よ
や
奪
魄
醉
胡
琴
魄
を
奪
は
れ
胡
琴
に
酔
ふ
と
請
見
天
庭
楽
請
ふ
天
庭
の
楽
を
見
し
め
ん
こ
と
を
無
非
海
外
音
海
外
の
音
に
非
ざ
る
無
し
小
倡
雖
非
雅
小
倡
雅
に
非
ず
と
雖
も
受
之
華
夏
人
之
れ
を
華
夏
の
人
よ
り
受
く
本
邦
嘈
囃
曲
本
邦
に
嘈
囃
の
曲
あ
る
も
金
屎
不
同
倫
金
屎
倫
を
同
じ
く
せ
ず
た
ぐ
ひ
古
楽
雖
洵
美
古
楽
洵
に
美
し
と
雖
も
ま
こ
と
不
関
知
夏
音
夏
音
を
知
る
に
関
せ
ず
吾
憐
小
詞
曲
吾
憐
む
小
詞
曲
の
有
益
藝
文
林
芸
文
の
林
に
益
有
る
を
吾
門
二
三
子
吾
が
門
の
二
三
子
先
學
九
連
環
先
づ
学
ぶ
九
連
環
一
曲
諳
夛
字
一
曲
多
字
を
諳
ん
じ
放
歌
非
等
閑
放
歌
等
閑
に
非
ず
日
我
初
請
曲
日
に
我
初
め
て
曲
を
請
へ
ば
さ
き
先
歌
茉
莉
花
先
づ
歌
ふ
茉
莉
花
屡
頻
得
益
屢
し
ば
聴
き
て
頻
り
に
益
を
得
た
り
聼
不
獨
悦
皇
荂
独
り
皇
荂
を
悦
ぶ
の
み
な
ら
ず
昭
陽
は
、
古
楽
は
実
に
良
い
も
の
で
あ
る
が
唐
音
の
学
習
に
は
役
に
立
た
な
い
の
に
対
し
、
明
清
楽
は
唐
話
の
習
得
に
有
益
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
詩
の
末
尾
で
は
、
荷
塘
が
自
分
の
た
め
に
「
茉
莉
」
、
、
花
を
歌
っ
て
く
れ
た
と
述
べ
そ
れ
を
繰
り
返
し
聴
く
う
ち
に
し
ば
し
ば
得
る
も
の
が
あ
っ
た
と
詠
じ
る
。
こ
の
他
昭
陽
が
岡
子
究
と
山
口
士
繁
に
送
っ
た
書
簡
に
は
、
門
生
か
ら
子
供
ま
で
「
茉
莉
花
」
を
勉
強
し
、
歌
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
[
]17
自
ら
小
説
を
書
い
た
こ
と
が
あ
る
亀
井
昭
陽
は
、
小
説
や
戯
曲
。
、
等
の
俗
文
学
に
興
味
を
抱
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
そ
し
て
[
]18
遠
山
荷
塘
が
歌
っ
た
「
茉
莉
花
」
は
昭
陽
に
「
屢
し
ば
聴
き
て
頻
り
に
益
を
得
た
り
」
と
感
じ
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
本
曲
に
は
『
西
』
。
廂
記
の
故
事
が
含
ま
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
そ
の
裏
付
け
と
し
て
現
在
関
西
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
嫦
、
『
娥
清
韻
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
『
』
「
」、
遠
山
荷
塘
の
著
作
の
一
つ
と
さ
れ
る
嫦
娥
清
韻
は
月
琴
「
度
曲
笛
七
調
「
度
曲
笛
七
調
図
「
拍
版
「
提
琴
「
笛
」、
」、
」、
」、
色
字
譜
「
側
注
国
字
例
「
曲
譜
并
曲
詞
」
の
八
項
に
分
か
れ
」、
」、
て
お
り
「
算
命
先
生
」
を
は
じ
め
「
茉
梨
花
「
九
連
環
」
等
、
、
」、
の
曲
を
十
二
首
収
録
す
る
。
[
]19
そ
の
「
茉
梨
花
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
[
]20
好
一
箇
茉
梨
花
、
滿
園
的
花
兒
開
賽
也
不
過
他
。
本
待
要
採
一
枝
、
又
恐
怕
栽
花
人
罵
。卟
好
一
朶
鮮
花
、
有
朝
有
日
落
在
我
家
。
本
待
早
出
門
、
又
恐
怕
鮮
花
児
落
。
、
、
。
八
月
裡
桂
花
香
九
月
裡
菊
花
黄
勾
引
的
張
生
跳
過
粉
墻
[
]
好
一
箇
崔
鶯
〻
、
花
剌
〻
門
関
児
上
。
卟
21
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哀
告
小
紅
娘
、
可
憐
小
生
跪
到
半
夜
。
你
若
是
不
開
門
、
跪
到
東
方
日
亮
。
卟
後
に
遠
山
荷
塘
は
江
戸
に
移
る
と
、
明
清
楽
を
広
め
つ
つ
、
朝
川
善
庵
や
宮
沢
雲
山
等
の
前
で
『
西
廂
記
』
の
講
義
を
行
い
、
自
[
]22
ら
訓
訳
し
た
『
諺
解
校
注
古
本
西
廂
記
』
を
出
版
し
よ
う
と
し
た
『
花
月
琴
譜
』
に
「
茉
莉
花
」
が
二
節
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
[
]。23
い
の
に
対
し
『
嫦
娥
清
韻
』
は
『
西
廂
記
』
故
事
を
歌
う
四
節
目
、
ま
で
収
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
遠
山
荷
塘
の
『
西
廂
記
』
に
対
す
る
興
味
が
窺
え
る
だ
ろ
う
。
現
在
中
国
で
歌
わ
れ
る
「
茉
莉
花
」
の
内
容
は
す
で
に
『
西
廂
記
』
と
関
係
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
江
戸
時
代
の
人
々
は
「
茉
莉
花
」
と
言
え
ば
『
西
廂
記
』
を
思
い
浮
か
べ
た
で
、
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
三
「
月
花
集
」
と
「
漳
州
曲
」
譜
本
に
よ
っ
て
「
茉
莉
花
」
の
曲
名
や
内
容
、
節
の
数
に
違
い
、「
」
「
」、「
」、
が
あ
る
の
と
同
じ
く
月
花
集
に
は
剪
剪
花
紅
綉
鞋
「
」
、
、
漳
州
月
花
集
と
い
う
別
名
が
あ
り
最
も
少
な
く
て
一
節
[
]24
最
も
多
い
も
の
で
十
節
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
花
月
琴
譜
』
の
「
月
花
集
」
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
、
好
一
雙
紅
綉
鞋
、
、
梅
花
正
月
裏
開
。
匂
引
張
生
跳
遇
粉
マ
マ
マ
マ
噯
卟
來
、
你
跳
遇
來
、
我
的
小
快
快
。
墻
マ
マ
又
こ
れ
に
対
し
、
遠
山
荷
塘
の
『
嫦
娥
清
韻
』
が
収
録
す
る
「
剪
剪
花
」
に
は
以
下
の
十
節
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
雙
紅
綉
鞋
、
噯
呀
、
梅
花
正
月
裡
開
、
噯
〻
。
勾
引
張
生
跳
過
粉
墻
來
、
你
跳
過
來
、
我
的
小
快
快
、
噯
〻
。
二
雙
紅
繍
鞋
、
噯
呀
、
杏
花
二
月
裡
開
、
噯
〻
。
二
人
房
中
蒲
竹
那
門
牌
、
你
搬
過
來
、
我
的
小
快
快
、
噯
〻
。
三
雙
紅
綉
鞋
、
噯
呀
、
桃
花
三
月
裡
開
、
噯
〻
。
佳
人
房
中
喫
撮
那
螃
蟹
、
你
拍
開
來
、
我
的
小
快
快
、
噯
〻
。
四
雙
紅
綉
鞋
、
噯
呀
、
薔
薇
四
月
裡
開
、
噯
〻
。
四
箇
童
生
考
着
那
秀
才
、
你
入
紅
門
來
、
我
的
小
快
〻
、
噯
〻
。
五
雙
紅
綉
鞋
、
噯
呀
、
柘
榴
五
月
裡
開
、
噯
〻
。
佳
人
後
園
割
着
那
菲
菜
。
你
着
根
來
、
我
的
小
快
快
、
噯
〻
。
六
雙
紅
綉
鞋
、
噯
呀
、
荷
花
六
月
裡
開
、
噯
〻
。
船
到
江
中
不
得
那
攏
來
、
你
着
浪
大
、
我
的
小
快
快
、
噯
〻
。
七
雙
紅
綉
鞋
、
噯
呀
、
鳳
仙
七
月
裡
開
、
噯
〻
。
張
生
死
了
買
致
短
棺
材
、
你
要
欲
壊
了
腎
、
我
的
小
怏
〻
、
噯
〻
。
マ
マ
八
雙
紅
綉
鞋
、
噯
呀
、
木
犀
八
月
裡
開
、
噯
〻
。
八
十
歳
公
〻
吃
撮
那
長
菜
、
你
好
咬
長
、
我
的
小
快
〻
、
噯
〻
。
九
雙
紅
綉
鞋
、
噯
呀
、
菊
花
九
月
裡
開
、
噯
〻
。
三
歳
孩
童
打
著
油
瓶
葢
。
你
著
盪
出
來
、
我
的
小
快
〻
、
噯
。
十
雙
紅
綉
鞋
、
噯
呀
、
芙
蓉
十
月
裡
開
、
噯
〻
。
陽
山
百
過
著
竹
鶯
台
、
你
若
下
來
罷
、
我
的
小
快
快
、
噯
〻
。
、
、
歌
詞
の
内
容
を
見
る
と
各
節
全
て
数
え
歌
の
形
に
な
っ
て
お
り
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一
月
か
ら
十
月
ま
で
の
各
月
を
代
表
す
る
花
を
挙
げ
な
が
ら
『
西
、
廂
記
』
故
事
を
踏
ま
え
つ
つ
男
女
の
恋
を
う
た
っ
て
い
る
。
特
に
第
一
節
に
は
『
花
月
琴
譜
』
と
同
じ
く
例
の
「
張
生
跳
墻
」
の
場
面
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
故
事
が
明
清
楽
に
お
い
て
主
要
な
題
材
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
、
第
七
節
に
現
れ
る
張
生
は
腎
臓
を
患
い
亡
く
な
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
『
西
廂
記
』
に
は
そ
う
し
た
記
述
は
見
ら
れ
、
な
い
。
だ
が
見
方
を
変
え
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
張
生
が
色
恋
を
代
表
す
る
人
物
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
本
曲
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
歌
わ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
、
亀
井
昭
陽
が
書
い
た
「
送
一
圭
上
人
序
」
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
[
]25
、
。
、
。
余
毎
把
酒
必
請
上
人
拊
絲
一
日
酔
甚
坐
者
觧
曲
中
義
北
海
敦
礼
学
、
不
喜
詞
藻
。
説
「
二
人
房
中
」
曰
「
不
是
双
、
女
、
必
両
男
」
余
笑
曰
「
以
『
三
礼
』
談
小
曲
、
不
知
西
。
、
房
乎
東
房
乎
」。
、
。
余
酒
を
把
る
毎
に
必
ず
上
人
に
絲
を
拊
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
一
日
酔
ふ
こ
と
甚
し
。
坐
す
る
者
曲
中
の
義
を
解
く
。
北
海
礼
学
を
敦
く
す
る
も
、
詞
藻
を
喜
ば
ず
「
二
人
房
中
」
を
。
説
き
て
曰
く
「
是
れ
双
女
な
ら
ず
ん
ば
、
必
ず
両
男
な
り
」
、
。
、「『
』
、
と
余
笑
ひ
て
曰
く
三
礼
を
以
て
小
曲
を
談
ず
れ
ば
西
房
か
東
房
か
を
知
ら
ず
」
と
。
昭
陽
は
酒
を
飲
む
た
び
に
、
荷
塘
に
月
琴
を
演
奏
さ
せ
た
。
そ
こ
、
「
」
で
あ
る
日
の
酒
盛
り
で
門
人
の
村
北
海
は
曲
中
の
二
人
房
中
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
儒
学
の
知
識
を
用
い
て
説
明
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
こ
と
ば
は
ま
さ
に
、
前
掲
し
た
「
剪
剪
花
」
の
第
二
節
の
も
の
と
一
致
す
る
。
次
に
「
漳
州
曲
」
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
こ
の
曲
に
つ
い
て
、
は
現
在
の
と
こ
ろ
別
名
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
『
花
月
琴
譜
』
、
に
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
収
め
ら
れ
る
。
紗
帳
裡
飄
蘭
麝
、
、
我
屓
慣
把
簫
吹
。
玉
臂
忙
揺
、
金
蓮
マ
マ
哨
卟
髙
舉
。
喃
喃
燕
燕
嚦
嚦
鶯
聲
、
好
似
君
瑞
遇
鶯
娘
。
男
女
の
情
事
を
う
た
う
本
曲
に
は
、
張
生
と
崔
鶯
鶯
が
密
会
す
る
場
面
が
喩
え
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
似
て
い
る
表
現
は
『
金
瓶
梅
』
第
十
三
回
に
も
見
ら
れ
る
。
[
]26
、
、
、
。
灯
光
影
裏
鮫
帳
中
一
箇
玉
臂
忙
搖
一
箇
金
蓮
高
舉
鮹綃誤
一
箇
鶯
聲
嚦
嚦
、
一
箇
燕
語
喃
喃
。
好
似
君
瑞
遇
鴬
娘
、
猶
若
宋
玉
神
女
。
偷
現
在
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
玉
里
文
庫
所
蔵
の
『
金
瓶
梅
』
は
文
政
・
天
保
年
間
に
作
ら
れ
た
『
金
瓶
梅
』
の
訳
注
で
あ
る
。
[
]27
、
、「
、
。
中
で
は
こ
の
一
段
落
に
対
し
西
廂
記
ニ
張
生
名
珙
字
君
瑞
鴬
娘
ト
ハ
崔
鶯
匕
ノ
ヿ
也
。
可
見
コ
ノ
一
叚
『
西
廂
記
』
ニ
ヨ
ツ
マ
マ
テ
作
リ
シ
ヿ
ヲ
」
と
い
う
欄
外
注
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
。
、
「
」
張
生
と
崔
鶯
鶯
と
言
え
ば
ま
ず
思
い
浮
か
べ
る
の
は
鶯
鶯
伝
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で
は
な
く
『
西
廂
記
』
で
あ
る
と
い
う
江
戸
後
期
の
人
々
の
認
識
、
が
窺
え
る
さ
ら
に
花
月
琴
譜
編
者
の
亀
齢
軒
斗
遠
は
華
。
、『
』
、『
月
帖
』
に
も
「
漳
州
曲
」
を
収
め
て
い
る
。
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
華
月
帖
』
は
、
[
]28
影
絵
に
よ
る
春
画
の
間
に
斗
遠
や
、
賀
茂
季
鷹
、
大
田
南
畝
な
ど
の
文
人
の
和
歌
、
和
文
を
載
せ
た
、
大
型
の
折
帖
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
右
の
「
漳
州
曲
」
は
「
月
琴
譜
」
と
い
う
名
で
収
録
さ
れ
。
、
、
て
い
る
中
野
三
敏
氏
の
考
察
に
よ
る
と
斗
遠
は
上
京
す
る
際
こ
れ
を
土
産
と
し
て
人
に
贈
ろ
う
と
し
た
。
実
際
に
誰
か
に
贈
[
]29
っ
た
の
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
文
人
墨
客
と
の
交
遊
を
好
ん
だ
斗
遠
は
『
華
月
帖
』
を
多
く
の
文
人
に
贈
っ
た
と
考
え
る
。
、
ま
た
『
華
月
帖
』
で
は
「
漳
州
曲
」
が
男
女
の
情
愛
を
う
た
う
唯
、
一
の
明
清
楽
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
『
西
廂
記
』
故
事
に
見
ら
れ
る
張
生
・
崔
鶯
鶯
の
密
会
は
、
男
女
の
色
恋
を
代
表
す
る
話
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
漳
州
曲
」
は
『
花
月
琴
譜
』
が
収
め
る
一
節
の
他
、
さ
ら
に
、
二
節
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
中
井
新
六
編
『
月
琴
楽
譜
・
亨
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
[
]30
紗
帳
裡
飄
蘭
、
哨
、
我
負
慣
把
簫
吹
。
玉
臂
忙
搖
、
金
麛
卟
蓮
高
擧
。
南
々
燕
々
嚦
嚦
鶯
聲
、
好
似
君
瑞
過
鶯
娘
。
春
天
桃
李
開
、
噯
、
鴛
鴦
戯
水
蝶
迷
花
、
多
情
郎
、
跳
卟
卟
過
粉
墻
折
一
枝
、
並
不
怕
被
人
罵
。
卟
卟
春
來
百
花
開
、
噯
、
情
郎
不
是
愁
更
添
、
也
想
思
、
情
卟
卟
マ
マ
郎
永
是
去
奴
去
、
早
還
奴
香
羅
怕
。
卟
卟
マ
マ
第
二
節
は
お
そ
ら
く
「
張
生
跳
墻
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
「
は
じ
。
め
に
」
で
取
り
上
げ
た
塚
原
康
子
氏
に
よ
る
各
曲
の
出
現
頻
度
の
調
査
か
ら
「
月
花
集
」
と
「
漳
州
曲
」
は
「
茉
莉
花
」
ほ
ど
よ
く
、
は
歌
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
男
女
の
密
会
を
う
た。
う
曲
と
し
て
風
雅
の
場
で
人
々
に
楽
し
ま
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
お
わ
り
に
こ
こ
ま
で
『
西
廂
記
』
故
事
を
含
ん
だ
曲
の
共
通
点
及
び
こ
れ
、
ら
の
曲
が
江
戸
時
代
に
お
け
る
受
容
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
。
、『
』
「
」
、
た
そ
の
結
果
唐
話
纂
要
に
収
録
さ
れ
る
張
君
以
外
に
全
て
の
曲
に
張
生
と
崔
鶯
鶯
の
密
会
を
取
り
上
げ
る
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
中
で
も
、
特
に
よ
く
歌
わ
れ
る
の
は
、
張
生
が
崔
鶯
鶯
に
会
う
た
め
に
壁
を
越
え
る
場
面
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
明
清
楽
は
長
崎
の
唐
人
屋
敷
に
出
入
り
を
許
さ
れ
て
い
た
唐
通
事
や
丸
山
の
遊
女
な
ど
を
通
じ
て
普
及
し
た
。
中
で
も
、
江
戸
後
期
に
流
行
し
始
め
た
「
茉
莉
花
「
月
花
集
「
漳
州
曲
」
は
、
」、
」、
酒
宴
や
月
見
の
場
で
歌
わ
れ
た
。
そ
れ
ら
が
文
人
墨
客
の
遊
び
心
に
溢
れ
る
春
本
に
引
用
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
当
時
の
知
識
階
級
と
庶
民
階
級
い
ず
れ
に
も
『
西
廂
記
』
故
事
が
あ
る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『
西
廂
記
』
は
唐
通
事
を
は
じ
め
と
す
る
知
識
階
級
の
教
科
書
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、
遠
山
荷
塘
が
開
い
た
『
西
廂
記
』
の
講
義
に
は
、
朝
川
善
庵
や
大
窪
詩
仏
な
ど
の
名
高
い
文
人
が
出
席
し
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て
い
た
。
ま
た
、
大
田
南
畝
は
『
西
廂
記
』
の
典
故
を
自
身
の
詩
作
に
取
り
入
れ
た
ほ
か
「
文
鮮
花
」
の
曲
も
書
き
記
し
て
お
り
、
、
菊
池
五
山
や
田
能
村
竹
田
は
、
詩
文
の
中
に
自
身
が
『
西
廂
記
』
。
『
』
を
読
む
様
子
を
描
い
て
い
る
当
時
の
文
人
た
ち
が
西
廂
記
[
]31
に
情
熱
を
傾
け
る
様
子
が
窺
え
る
。
一
方
庶
民
階
級
に
は
、
実
際
に
『
西
廂
記
』
を
目
に
し
た
こ
と
の
あ
る
人
が
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
江
戸
時
代
に
大
変
人
気
の
あ
っ
た
艶
本
に
よ
っ
て
、
そ
の
物
語
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
文
政
三
年
（
）
刊
の
『
秘
戯
艶
説
筑
紫
琴
』
の
序
文
一
八
二
〇
、
『
』
「
」
に
明
・
張
楷
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
所
収
の
鶯
生
雲
雨
会
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
拙
稿
「
江
戸
に
お
け
る
『
西
廂
記
』
の
伝
来
と
そ
の
受
容
に
つ
い
て
」
で
述
べ
た
。
こ
の
ほ
[
]32
か
、
渓
斎
英
泉
が
編
集
し
た
『
枕
文
庫
二
編
・
下
之
巻
』
の
見
返
し
に
は
次
の
よ
う
な
詩
が
書
か
れ
て
い
る
。
[
]33
偶
蕩
春
心
恨
誤
爲
偶
た
ま
春
心
を
蕩
か
し
て
誤
り
て
為
す
を
う
ご
恨
み
悔
來
今
日
強
辞
推
悔
ひ
来
り
て
今
日
強
ひ
て
辞
推
す
く
暗
思
事
顔
空
慘
暗
か
に
往
事
を
思
ひ
て
顔
空
惨
に
し
て
徃
ひ
そ
倘
問
幽
情
話
怎
囘
倘
し
幽
情
を
問
は
る
れ
ば
話
怎
で
回
さ
い
か
ん
對
鏡
欲
粧
猶
腆
鏡
に
対
か
ひ
て
粧
は
ん
と
欲
す
る
も
猶
腼
む
よ
そ
ほ
ほ
腆
に
し
て
腼
捲
簾
將
歩
又
徘
徊
簾
を
捲
き
て
将
に
歩
か
ん
と
す
る
も
又
た
徘
徊
す
沉
吟
羞
向
花
前
去
沈
吟
し
て
花
の
前
に
向
か
ひ
て
去
る
を
羞
ぢ
隨
侍
紅
娘
再
四
催
随
侍
の
紅
娘
再
四
催
す
（
）
『
』
正
徳
三
年
一
七
一
三
に
刊
行
さ
れ
た
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
所
収
の
「
鶯
羞
慙
不
行
」
と
、
特
に
文
字
の
異
同
は
無
い
。
鶯
[
]34
、
、
鶯
は
張
生
と
男
女
の
契
り
を
交
わ
し
た
後
召
使
い
の
紅
娘
か
ら
こ
の
こ
と
を
老
夫
人
に
打
ち
明
け
て
張
生
と
の
結
婚
の
許
し
を
得
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
。
だ
が
彼
女
は
、
張
生
と
密
会
し
た
こ
と
を
恥
ず
か
し
く
思
い
躊
躇
す
る
『
枕
文
庫
』
第
一
輯
に
つ
い
て
、
。
「
、
、
田
野
辺
富
蔵
氏
は
こ
の
本
の
出
現
は
旱
天
に
慈
雨
の
ご
と
く
空
前
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
続
編
を
求
め
る
者
が
多
く
、
出
版
元
青
林
堂
の
ド
ル
箱
と
な
っ
て
、
文
政
五
年
よ
り
天
保
七
～
九
年
に
か
け
て
シ
リ
ー
ズ
で
十
冊
近
く
刊
行
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
。
る
。
こ
の
よ
う
に
『
枕
文
庫
』
シ
リ
ー
ズ
は
当
時
多
く
の
人
に
[
]
、
35
よ
っ
て
読
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
江
戸
時
代
の
性
風
俗
を
描
い
た
艶
本
に
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
』
が
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
『
西
廂
記
』
故
事
は
、
男
女
の
情
事
に
関
す
る
物
語
、
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
「
茉
莉
花
「
月
花
集
「
漳
州
曲
」
に
歌
わ
れ
る
『
西
、
」、
」、
廂
記
』
故
事
の
場
面
と
一
致
す
る
。
そ
う
し
た
認
識
が
広
く
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
明
清
楽
に
『
西
廂
記
』
故
事
に
関
す
る
曲
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、
か
つ
幅
広
く
人
々
に
親
し
ま
れ
た
理
由
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
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な
お
、
今
回
考
察
を
行
う
過
程
で
、
同
じ
曲
で
も
譜
本
に
よ
っ。
て
表
現
や
発
音
が
違
う
箇
所
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
に
気
付
い
た
こ
の
こ
と
は
今
後
の
課
題
に
し
た
い
。
注
[ １
] 『
中
国
学
研
究
論
集
』
第
三
十
四
号
（
広
島
中
国
文
学
会
、
二
〇
一
六
）
所
収
。
[ ２
] 楊
桂
香
「
明
清
楽
―
長
崎
に
伝
え
ら
れ
た
中
国
音
楽
（
お
茶
の
水
」
『
音
楽
論
集
』
第
二
号
、
二
〇
〇
〇
「
沖
縄
と
長
崎
に
お
け
る
中
国
音
）、
楽
の
受
容
と
変
容
―
打
花
鼓
を
曲
例
と
し
て
―
（
お
茶
の
水
音
楽
論
」
『
集
第
五
号
二
〇
〇
三
中
尾
友
香
梨
江
戸
文
人
と
明
清
楽
汲
』
、
）。
『
』（
古
書
院
、
二
〇
一
〇
。）
[ ３
] 「
茉
莉
花
」
を
含
め
、
譜
本
に
よ
っ
て
、
同
じ
曲
は
違
う
曲
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ま
た
後
述
す
る
。
[ ４
] 塚
原
康
子
『
十
九
世
紀
の
日
本
に
お
け
る
西
洋
音
楽
の
受
容
（
多
賀
』
出
版
、
一
九
九
三
）
第
五
章
「
江
戸
後
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
の
明
清
楽
の
音
楽
活
動
」
を
参
照
。
[ ５
] 早
稲
田
大
学
所
蔵
『
唐
話
纂
要
』
巻
五
（
出
雲
寺
和
泉
掾
、
一
七
一
八
「
小
曲
」
を
参
照
。
）
[ ６
] ち
な
み
に
現
在
、
こ
れ
ら
の
曲
は
長
崎
明
清
楽
保
存
会
や
愛
好
家
た
ち
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
楊
桂
香
氏
に
よ
る
と
、
彼
ら
の
歌
う
「
茉
莉
花
」
で
は
『
西
廂
記
』
と
の
関
係
が
意
識
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
（
前
掲
注
［
２
］
論
文
「
明
清
楽
―
長
崎
に
伝
え
ら
れ
た
中
国
音
楽
。
」）
[ ７
] 王
三
慶
主
編
『
日
本
漢
文
小
説
叢
刊
』
第
一
輯
第
四
冊
（
台
湾
学
生
書
局
、
二
〇
〇
三
）
所
収
『
太
平
記
演
義
』
を
使
用
し
た
。
[ ８
] 唐
通
事
が
中
国
語
学
習
に
あ
た
っ
て
使
用
す
る
教
材
や
手
順
な
ど
に
関
し
て
は
、
武
藤
長
平
『
西
南
文
運
史
論
「
鎭
西
に
於
け
る
支
那
語
』
學
研
究
（
岡
書
院
、
一
九
二
六
）
が
詳
し
い
。
」
[ ９
] 『
大
田
南
畝
全
集
』
第
十
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
）
所
収
。
[
] 例
え
ば
、
亀
齢
軒
斗
遠
の
『
花
月
琴
譜
（
出
版
者
不
明
、
天
保
年
間
』
10刊
行
）
や
大
島
秋
琴
の
『
観
生
居
月
琴
譜
（
陶
陶
隅
田
鄰
、
一
八
六
』
〇
）
は
「
含
艶
曲
」
に
、
中
井
新
六
が
編
纂
し
た
『
月
琴
楽
譜
・
元
』
（
群
仙
堂
、
一
八
七
七
）
は
「
抹
梨
花
」
に
、
岡
本
純
の
『
月
琴
雑
曲
』（
、
）
「
」
。
清
楽
の
栞
井
ノ
口
松
之
助
一
八
八
八
は
茉
莉
花
に
作
る
[
] 『
綴
白
裘
』
第
六
集
（
王
秋
桂
主
編
『
善
本
戯
曲
叢
刊
』
第
五
輯
所
11収
、
台
湾
学
生
書
局
、
一
九
八
七
）
巻
一
「
花
鼓
」
に
は
次
の
九
節
が
収
め
ら
れ
る
。
〔
花
鼓
曲
〕
好
一
朶
鮮
花
、
好
一
朶
鮮
花
、
有
朝
的
一
日
落
在
我
家
。
你
若
是
不
開
放
、
對
着
鮮
花
兒
罵
。
你
若
是
不
開
放
、
對
着
鮮
花
兒
罵
。
〔
又
〕
好
一
朶
茉
莉
花
、
好
一
朶
茉
莉
花
、
滿
園
的
花
開
賽
不
過
了
他
。
本
待
要
採
一
朶
帯
、
又
恐
怕
看
花
的
罵
。
本
待
要
採
一
朶
帯
、
又
恐
怕
那
看
花
的
罵
。
〔
又
〕
八
月
裡
桂
花
香
、
九
月
裡
菊
花
黄
、
勾
引
得
張
生
跳
過
粉
墻
。
好
一
個
崔
鶯
匕
就
把
那
門
関
兒
上
、
好
一
個
崔
鴬
鴬
就
把
那
門
関
兒
上
。
〔
又
〕
哀
告
小
紅
娘
、
哀
告
小
紅
娘
、
可
怜
的
小
生
跪
在
東
墻
。
你
若
是
不
開
門
、
直
跪
到
東
方
兒
亮
。
你
若
是
不
開
門
、
直
跪
到
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東
方
兒
亮
。
〔
又
〕
豁
喇
匕
的
把
門
開
、
豁
喇
匕
的
把
門
開
、
匕
開
的
門
來
不
見
了
張
秀
才
。
你
不
是
我
心
上
人
、
倒
是
賊
盗
。
你
不
是
我
心
强
上
人
、
倒
是
賊
盗
。
强
〔
〕
、
。
、
、
又
誰
要
你
來
瞧
誰
要
你
來
瞧
匕
來
瞧
去
丈
夫
知
道
了
親
哥
匕
在
刀
尖
上
死
、
小
妹
子
兒
就
懸
梁
吊
。
親
哥
匕
在
刀
尖
上
死
、
小
妹
子
就
懸
梁
吊
。
〔
又
〕
我
的
心
肝
、
我
的
心
肝
、
心
肝
的
引
我
上
了
煤
山
。
把
一
雙
紅
繡
鞋
揉
得
希
腦
子
爛
、
把
一
雙
紅
繡
鞋
揉
得
希
腦
子
爛
。
〔
又
〕
我
的
哥
匕
、
我
的
哥
匕
、
哥
匕
的
門
前
一
條
河
。
上
搭
着
獨
木
橋
、
我
如
何
過
。
上
搭
着
獨
木
橋
、
我
如
何
過
。
呌
呌
〔
又
〕
我
也
没
奈
何
、
我
也
没
奈
何
、
先
脱
了
花
鞋
後
脱
裹
脚
。
這
多
是
爲
情
人
、
便
把
那
河
來
過
。
這
的
是
爲
情
人
、
就
把
河
來
過
。
『
花
月
琴
譜
（
同
前
掲
注
[
] ）
と
『
観
生
居
月
琴
譜
（
同
前
掲
[
]
』
』
12
10
注
[
] ）
に
は
次
の
二
節
が
書
か
れ
て
い
る
（
観
生
居
月
琴
譜
』
に
『
10
は
、
工
尺
譜
の
ほ
か
に
、
歌
詞
に
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
た
発
音
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。）
、
。
、
好
一
个
抹
梨
花
滿
園
的
花
兒
開
賽
也
不
過
他
本
待
的
一
枝
又
又
恐
怕
裁
花
人
罵
呀
。
好
一
朶
杜
鮮
花
、
有
朝
的
有
日
落
在
我
家
。
本
待
早
出
門
、
又
又
恐
怕
鮮
花
那
兒
落
。
卟
、
『
』（
、
）
一
方
太
田
連
の
清
楽
雅
唱
・
乾
鏑
木
七
五
郎
等
一
八
八
三
に
は
、
次
の
十
三
節
が
書
か
れ
て
い
る
（
工
尺
譜
に
加
え
、
歌
詞
に
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
た
発
音
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。）好
一
個
茉
花
、
又
、
滿
園
的
花
児
開
賽
也
不
他
。
本
待
要
䔧
过
採
乙
枝
、
又
恐
怕
看
花
人
罵
呀
、
又
。
好
一
朶
杜
鮮
花
、
又
、
有
朝
的
有
夕
落
在
来
我
家
裡
。
本
待
要
不
出
門
、
又
恐
怕
鮮
花
児
落
呀
、
又
。
□
（
筆
者
注
：
八
の
欠
字
か
）
月
裡
桂
花
香
、
九
月
裡
菊
花
黄
、
勾
引
的
張
生
々
跳
粉
墻
来
。
好
一
個
崔
鶯
々
忙
把
門
關
児
上
了
过
呀
、
又
。
哀
告
小
紅
娘
、
又
、
可
怜
的
小
書
生
跳
着
半
夜
裡
。
你
若
是
不
開
門
、
我
就
跪
到
東
方
日
亮
呀
、
又
。
、
、
（
）
慌
忙
把
門
開
又
々
了
的
門
開
児
□
筆
者
注
：
不
の
欠
字
か
見
有
人
来
、
你
那
裡
是
何
人
、
□
（
筆
者
注
：
敢
の
欠
字
か
）
則
是
強
賊
来
々
盗
呀
、
又
。
今
日
又
来
瞧
、
明
日
又
来
瞧
、
々
来
的
瞧
了
去
。
哥
你
知
道
了
、
你
那
裡
去
到
懸
樑
、
奴
這
裡
無
梁
去
吊
呀
、
又
。
我
的
愛
哥
々
、
又
、
哥
々
的
那
門
前
、
隔
了
一
條
可
。
脚
跳
着
獨
マ
マ
。
（
）
、
。
木
橋
叫
□
筆
者
注
：
奴
の
欠
字
か
家
如
此
何
得
呀
又
过
我
的
心
奈
何
、
又
、
攝
緊
着
花
鞋
、
走
将
那
河
。
好
一
個
有
情
过
郎
、
急
忙
忙
手
児
来
扶
呀
、
又
。
我
的
心
肝
生
、
又
。
為
着
的
我
心
肝
、
走
几
重
山
。
本
待
要
會
过
情
郎
、
又
恐
怕
爹
和
娘
来
到
呀
、
又
。
雪
花
児
被
風
飄
、
又
、
飄
了
的
飄
了
去
、
三
尺
餘
髙
飄
。
好
一
個
雪
美
人
、
怎
比
我
寃
家
俊
臉
呀
、
又
。
錦
扇
児
光
上
、
又
、
寫
着
的
好
詩
句
、
到
有
兩
三
行
。
本
待
要
送
情
郎
、
又
恐
怕
傍
邉
人
取
笑
呀
、
又
。
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我
的
嬌
姑
娘
、
又
、
你
會
手
彈
琵
琶
、
我
會
吹
簫
児
。
簫
児
在
口
中
吹
、
琵
琶
在
膝
児
上
抱
彈
呀
、
又
。
吹
呀
吹
得
好
、
又
、
吹
彈
得
唱
歌
好
、
人
都
知
道
了
。
本
待
要
再
吹
彈
、
又
恐
怕
知
音
贅
来
呀
、
又
。
[
] 『
大
田
南
畝
全
集
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
）
所
収
。
13
[
] 日
野
龍
夫
氏
は
「
南
畝
の
漢
詩
文
（
四
（
大
田
南
畝
全
集
』
第
六
）」
『
14巻
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
）
の
中
で
「
序
者
の
張
敬
修
、
跋
者
の
銭
徳
は
、
南
畝
が
文
化
元
( 一
八
〇
四
) 丨
二
年
の
長
崎
出
張
中
に
親
し
く
交
わ
っ
た
清
人
で
『
南
畝
集
』
に
は
張
秋
琴
、
銭
位
吉
の
呼
称
、
で
頻
出
す
る
。
こ
の
両
人
の
序
・
跋
は
と
も
に
『
乙
丑
』
( 文
化
二
年
)
付
け
で
、
本
書
刊
行
よ
り
十
五
年
も
前
、
ま
さ
に
南
畝
の
長
崎
滞
在
中
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
本
書
が
刊
行
よ
り
十
五
年
も
前
に
す
で
に
一
応
出
来
上
っ
て
お
り
、
南
畝
が
閑
暇
の
折
に
修
正
を
加
え
た
り
す
る
必
要
上
、
そ
の
稿
本
を
長
崎
へ
携
行
し
て
い
て
、
た
ま
た
ま
知
り
合
っ
た
両
人
に
見
せ
て
序
•
跋
を
乞
う
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
張
敬
修
の
序
の
『
先
生
復
た
生
平
の
著
述
を
将
て
彙
輯
し
て
稿
を
成
し
、
郵
筒
も
て
遺
示
す
』
と
い
う
一
節
は
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
か
の
よ
う
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
。
『
』（
）
「
」。
[
]
昭
陽
先
生
文
集
九
州
大
学
石
崎
文
庫
蔵
巻
二
復
山
士
繁
書
15
[
] 前
掲
注
[
] 書
巻
二
。
16
15
「
」
「
、『
』、
[
] 前
掲
注
[
] 書
巻
二
與
岡
子
究
書
に
豚
児
學
夏
音
韻
鏡
17
15、
、
『
』、『
』。
女
孩
學
小
曲
宰
北
海
學
悉
曇
門
生
亦
歌
茉
莉
花
九
連
環
一
畝
之
宮
、
殆
變
於
夏
（
豚
児
夏
音
『
韻
鏡
』
を
学
び
、
女
孩
。」
、
小
曲
を
学
び
宰
北
海
悉
曇
を
学
び
門
生
も
亦
た
茉
莉
花
九
、
、
「
」、「
連
環
」
を
歌
ふ
。
一
畝
の
宮
、
殆
ど
夏
に
変
は
る
）
と
あ
り
、
同
じ
。
く
巻
二
「
復
山
士
繁
書
」
に
「
琴
客
安
於
草
堂
、
悉
曇
与
夏
音
並
。
彂
『
茉
莉
花
『
到
春
来
『
算
命
『
九
連
環
、
入
月
琴
、
胡
琴
、
』、
』、
』、
』
鏘
〻
盈
人
耳
。
妻
孥
、
炊
婢
亦
學
口
、
草
堂
變
為
唐
人
窠
窟
（
琴
客
。」
、
。「
」、「
」、
草
堂
に
安
ん
じ
悉
曇
と
夏
音
と
並
び
発
す
茉
莉
花
到
春
来
「
算
命
「
九
連
環
、
月
琴
、
胡
琴
に
入
り
、
鏘
鏘
と
し
て
人
の
耳
」、
」
に
盈
つ
。
妻
孥
、
炊
婢
も
亦
た
口
に
学
び
、
草
堂
変
じ
て
唐
人
の
窠
窟
と
為
る
）
と
あ
る
。
。
[
] 『
昭
陽
先
生
文
集
初
編
』
巻
二
（
亀
井
南
冥
昭
陽
全
集
』
第
八
巻
下
『
18所
収
、
葦
書
房
、
一
九
八
〇
「
送
一
圭
上
人
序
」
に
「
先
人
既
没
、
）
余
作
小
説
体
一
巻
藏
焉
。
上
人
為
余
夏
音
読
之
、
揚
眉
称
善
曰
『
邦
、
人
為
是
、
非
用
話
錯
、
則
入
口
銜
骨
已
』
余
固
不
知
夏
音
、
得
遇
未
。
曾
有
之
人
而
聞
未
曾
有
之
評
恍
然
覚
如
先
人
之
来
摩
余
頂
也
先
、
、
。」（
人
既
に
没
し
、
余
小
説
体
一
巻
を
作
し
て
焉
に
蔵
む
。
上
人
余
の
為
に
夏
音
も
て
之
を
読
み
、
眉
を
揚
げ
て
善
を
称
し
て
曰
く
「
邦
人
是
、
を
為
し
、
話
を
用
ふ
る
こ
と
錯
る
に
非
ず
ん
ば
、
則
ち
口
に
入
り
て
骨
を
銜
む
の
み
」
と
。
余
固
よ
り
夏
音
を
知
ら
ず
、
未
だ
曾
て
有
ら
ざ
る
の
人
に
遇
ふ
を
得
、
而
し
て
未
だ
曾
て
有
ら
ざ
る
の
評
を
聞
き
、
恍。）
然
と
し
て
先
人
の
来
り
て
余
の
頂
を
摩
す
る
が
如
き
を
覚
ゆ
る
な
り
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
昭
陽
の
小
説
に
対
す
る
興
味
が
窺
え
る
。
[
] 荷
塘
の
著
作
に
つ
い
て
「
荷
塘
道
人
圭
公
伝
碑
」
に
「
著
書
滿
家
、
、
19率
未
卒
業
。
其
僅
脱
稿
者
『
北
西
廂
記
注
釋
『
月
琴
考
『
胡
言
、
』、
』、
漢
語
考
』
數
部
耳
」
( 著
書
家
に
満
つ
る
も
、
率
ね
未
だ
業
を
卒
へ
。
お
ほ
む
を
ず
其
の
僅
か
に
脱
稿
す
る
は
北
西
廂
記
注
釈
月
琴
考
胡
。
、『
』、『
』、『
言
漢
語
考
』
数
部
の
み
。
) と
書
か
れ
て
い
る
。
一
方
『
嫦
娥
清
韻
』
、
の
「
月
琴
」
で
は
、
月
琴
の
歴
史
や
形
状
等
に
つ
い
て
詳
し
く
考
証
が
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な
さ
れ
て
お
り
「
圭
按
」
等
の
荷
塘
が
付
し
た
評
語
が
見
ら
れ
る
。
、
そ
の
た
め
『
嫦
娥
清
韻
』
は
朝
川
善
庵
が
「
荷
塘
道
人
圭
公
伝
碑
」
、『
』
。
、
で
言
及
す
る
月
琴
考
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
な
お
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
し
く
論
じ
た
い
と
思
う
。
[
] 工
尺
譜
の
ほ
か
に
、
歌
詞
に
は
カ
タ
カ
ナ
で
書
か
れ
た
発
音
も
付
さ
20れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。
な
お
、
工
尺
譜
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
は
、
双
行
細
注
で
書
か
れ
た
「
初
句
二
畳
『
本
待
』
以
下
又
二
、
、
。」（
、「
」
、
畳
下
傚
之
初
句
二
た
び
畳
し
本
待
以
下
又
た
二
び
畳
し
下
之
に
傚
ふ
）
と
い
う
十
四
字
が
見
ら
れ
る
。
。
な
ら
[
] 本
節
の
末
尾
に
、
小
さ
く
書
か
れ
た
「
初
句
無
畳
（
初
句
畳
す
る
」
21こ
と
無
し
）
の
四
字
が
見
ら
れ
る
。
。
[
] 朝
川
善
庵
『
楽
我
室
遺
稿
』
巻
三
（
崇
文
叢
書
』
第
二
輯
之
五
二
所
『
22
、
、
）「
」
「
、
収
崇
文
院
一
九
三
二
荷
塘
道
人
圭
公
伝
碑
に
年
三
十
一
始
來
江
戸
。
寓
於
本
所
、
與
余
居
相
距
不
甚
遠
。
故
余
知
師
最
先
。
余
與
大
窪
行
、
宮
澤
雉
諸
友
設
席
延
致
、
受
『
西
廂
『
琵
琶
』
二
記
。
』、
先
是
江
戸
文
人
無
精
於
傳
奇
者
。
何
況
詞
曲
乎
。
若
摘
月
琴
者
、
絶
不
見
其
人
。
而
師
兼
能
之
、
竟
以
是
名
家
。
人
亦
以
是
稱
之
（
年
三
十
。」
一
に
し
て
、
始
め
て
江
戸
に
来
た
る
。
本
所
に
寓
し
、
余
の
居
と
相
ひ
距
た
る
こ
と
甚
だ
し
く
は
遠
か
ら
ず
。
故
に
余
師
を
知
る
こ
と
最
も
。
、
、『
』、
先
た
り
余
大
窪
行
宮
沢
雉
諸
友
と
席
を
設
け
て
延
致
し
西
廂
『
琵
琶
』
の
二
記
を
受
く
。
是
れ
よ
り
先
江
戸
の
文
人
に
伝
奇
に
精
し
き
者
無
し
。
何
ぞ
況
ん
や
詞
曲
を
や
。
月
琴
を
摘
す
る
が
若
き
は
、
絶
い
は
ご
と
え
て
其
の
人
を
見
ず
。
而
る
に
師
兼
ね
て
之
を
能
く
し
、
竟
に
是
れ
よ
を
以
て
名
家
た
り
。
人
も
亦
た
是
れ
を
以
て
之
を
称
す
）
と
あ
る
。
。
[
] 豊
橋
創
造
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
『
訳
解
笑
林
広
記
（
和
泉
屋
金
右
』
23
衛
門
等
、
一
八
二
九
）
の
奥
付
に
「
諺
解
校
注
古
本
北
西
廂
記
〔
元
『
』
王
實
甫
填
詞
、
荷
塘
先
生
注
譯
〕
近
刻
」
と
あ
る
が
、
結
局
出
版
で
き
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
な
お
、
そ
の
影
印
本
は
『
唐
話
辭
書
類
集
別
巻
（
長
沢
規
矩
也
編
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
）
に
収
め
ら
れ
』
て
い
る
。
[
] 『
嫦
娥
清
韻
』
で
は
「
剪
剪
花
」
に
『
清
楽
雅
唱
・
乾
』
で
は
「
月
、
24花
集
、
紅
綉
鞋
」
に
、
河
副
作
十
郎
編
『
清
楽
曲
牌
雅
譜
（
日
刊
杏
』
村
書
舎
、
一
八
七
七
）
で
は
「
漳
州
月
花
集
」
と
な
っ
て
い
る
。
[
] 前
掲
注
[
] 書
。
25
18、
『
』
[
] こ
こ
で
は
鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
玉
里
文
庫
所
蔵
の
金
瓶
梅
26を
使
用
し
た
。
[
] 本
書
に
つ
い
て
は
、
徳
田
武
「
遠
山
荷
塘
と
『
金
瓶
梅
（
日
本
近
』」
『
27世
小
説
と
中
国
小
説
』
所
収
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
七
年
、
井
上
）
泰
山
「
高
階
正
巽
訳
『
金
瓶
梅
』
覚
書
（
中
国
俗
文
学
研
究
』
第
十
」
『
一
号
所
収
、
中
国
俗
文
学
研
究
会
、
一
九
九
三
、
川
島
優
子
「
江
戸
）
時
代
に
お
け
る
白
話
小
説
の
読
ま
れ
方
―
鹿
児
島
大
学
付
属
図
書
館
玉
里
文
庫
蔵
『
金
瓶
梅
』
を
中
心
と
し
て
―
（
中
国
中
世
文
学
研
究
』
」
『
第
五
十
六
号
、
中
国
中
世
文
学
会
、
二
〇
〇
九
）
に
詳
し
い
。
[
] 出
版
者
不
明
、
一
八
三
六
。
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[
] 中
野
三
敏
「
亀
齢
軒
斗
遠
の
後
半
生
―
天
保
の
風
流
―
」
( 九
州
大
学
29文
学
部
『
文
学
研
究
』
第
八
十
七
輯
、
一
九
九
〇
) に
「
本
書
を
季
鷹
、
東
下
り
の
手
土
産
と
す
る
説
が
出
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
署
名
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
『
亀
齢
主
人
』
の
朱
印
を
用
い
て
い
て
、
東
下
り
の
主
は
季
鷹
で
は
な
く
、
斗
遠
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
」
と
あ
る
。
。
[
] 群
仙
堂
、
一
八
七
七
。
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[
] 田
能
村
竹
田
「
與
大
窪
天
民
（
田
能
村
竹
田
全
集
』
文
集
所
収
、
」
『
31
、
）
「
、
『
』、
国
書
刊
行
会
一
九
一
六
に
半
夜
酒
醒
夢
回
際
挑
燈
讀
西
廂
『
牡
丹
亭
。
未
嘗
釋
卷
、
浩
歎
才
難
情
難
也
。
或
謂
鶯
々
、
麗
娘
、
』
並
係
夢
中
花
幻
中
月
、
實
無
有
也
。
夫
爾
。
雖
然
、
有
事
之
可
見
、
詩
之
可
證
、
心
目
相
接
、
的
見
其
人
（
半
夜
酒
醒
め
て
夢
よ
り
回
る
。」
か
へ
際
に
灯
を
挑
げ
て
西
廂
牡
丹
亭
を
読
む
未
だ
嘗
て
巻
を
釈
、
『
』、『
』
。
か
か
お
、
。
、
、
き
才
の
難
く
情
の
難
き
を
浩
歎
せ
ざ
る
な
り
或
い
は
鶯
々
麗
娘
並
び
に
夢
中
の
花
幻
中
の
月
に
係
り
、
実
に
有
る
無
し
と
謂
ふ
な
り
。
。
、
、
、
夫
れ
爾
り
然
り
と
雖
ど
も
事
の
見
る
べ
き
詩
の
証
す
べ
き
有
り
心
目
相
ひ
接
し
、
的
に
其
の
人
を
見
る
）
と
あ
る
。
ま
た
、
菊
池
五
。
ま
さ
山
『
五
山
堂
詩
話
（
山
城
屋
佐
兵
衞
、
一
八
二
四
）
巻
一
に
「
余
十
』
年
以
前
作
詩
、
開
口
便
落
婉
麗
、
絶
不
能
作
硬
語
。
甞
有
『
晝
簾
半
捲
讀
西
廂
』
之
句
。
為
人
所
誦
（
余
十
年
以
前
詩
を
作
る
に
、
口
を
。」
開
け
ば
便
ち
婉
麗
に
落
ち
、
絶
へ
て
硬
語
を
作
す
能
は
ず
。
嘗
て
「
昼
」
。
。）
簾
半
ば
捲
き
て
西
廂
を
読
む
の
句
有
り
人
の
誦
す
る
所
と
為
る
と
あ
る
。
[
] 前
掲
注
[ １
] 。
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[
] 国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
『
枕
文
庫
二
編
・
下
之
巻
』
を
33参
照
。
[
] 東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
『
蒲
東
崔
張
珠
玉
詩
集
（
村
上
清
』
34三
郎
等
、
一
七
一
三
。）
[
] 『
医
者
見
立
て
英
泉
『
枕
文
庫
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
六
。
』』
）
（
35
